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令和 8年度予算見積調書(6月補正予算(第1号))

説明事業

医薬総務費 業務効率化・職場環境改善支援事業費

課室名 医療人材課

普通交付税（臨時経済対策費）

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

款 項

事 業
期 間

Ｓ３
医療分野における業務効率化・職場環境改善支援事業 一般会

計
衛生費

根 拠
法 令

（１）人件費（既存分） 9,500千円×1.0人＝9,500千円
（２）人件費（増員分） なし
（３）組織の新設・改廃 なし

医薬費

医療分野における業務効率化・職場環境改善支援事業実施要綱 針路

補正後の予算額

03

１　事業概要 ５　事業説明

現計予算額一般財源 当初予算額補正要求額・審査額 国庫支出金

　業務効率化・職場環境改善に資するICT機器等の導入
等の取組を行う病院に対して必要経費を支援し、医療分
野の生産性を向上させることで、医療人材の確保・定着
を図る。

　医療分野における業務効率化・職場環境改善支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,319,331千円

（１）事業説明
　　　業務効率化・職場環境改善に資するICT機器等の導入等の取組を行う医療機関に対して必要経費を支援する。
　　　ア　医療機関に対する補助　1,319,331千円

（２）事業計画
      ア　補助率　　4/5
　　　イ　補助金額　1施設当たり80,000千円を上限とする
　　　ウ　補助対象　業務効率化・職場環境改善に資するICT機器等の導入の取組を行う県内病院のうち実施要綱の
　　　　　　　　　　要件を満たす者
　　　　　　　　・令和8年4月1日時点でベースアップ評価料を届け出ている病院
　　　　　　　　・業務効率化計画を作成し、業務効率化推進委員会を設けること
　　　　　　　　・業務効率化に関するデータを提出すること　等
　　　エ　対象経費　補助対象の病院の決定以降に実施した業務効率化に必要な経費
　　　　　　　　例）診察の効率化(ICT活用ベッドシステム、AI・音声入力を活用した診察記録、入退院手続等)
　　　　　　　　　　患者対応効率化(専用アプリ予約受付・管理、登録クレジットカードでの自動会計等)
　　　　　　　　　　院内バックオフィス効率化(診療情報連携・AI活用による医療資材の在庫管理、人員確保等)
（３）事業効果
　　　医療分野の生産性を向上させることで、医療人材の確保・定着を図る。

　　　【活動指標（アウトプット）】県内病院への補助実施
　　　【成果指標（アウトカム）】　職場環境改善が推進される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　・負担軽減（業務時間、配置人数等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・医療安全の確保（インシデント件数等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・経営状況（超過勤務手当等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　業務効率化・職場環境改善が進み、医療分野における生産性向上が図られ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　医療人材の確保・定着が進む。
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【審査の考え方】

医療分野の生産性向上や医療人材の確保・定着を図るため、業務効率化・

職場環境改善に取り組む病院に対し、ＩＣＴ機器等の導入経費を補助する必

要性を認め、要求額を措置した。


